
 

 

医 政 発 110 7 第 ７ 号 

令 和 ４ 年 11 月 ７ 日 

 

各都道府県知事 殿 

 

  厚生労働省医政局長 

                       （ 公 印 省 略 ）  

  

 

医師法第十七条の二第一項に規定する大学において医学を専攻する

学生が臨床実習を開始する前に修得すべき知識及び技能を具有して

いるかどうかを評価するために大学が共用する試験を定める省令等

の公布について（通知） 

 

 

医師法第十七条の二第一項に規定する大学において医学を専攻する学生が臨

床実習を開始する前に修得すべき知識及び技能を具有しているかどうかを評価

するために大学が共用する試験を定める省令（令和４年厚生労働省令第 153 号）

及び医師法第十七条の二第一項に規定する大学において医学を専攻する学生が

臨床実習を開始する前に修得すべき知識及び技能を具有しているかどうかを評

価するために大学が共用する試験を定める省令第二条第三項第三号に規定する

厚生労働大臣が定める基準（令和４年厚生労働省告示第 324 号）については、

別添のとおり公布されました。 

今回の改正の趣旨、概要等は下記のとおりですので、貴職におかれては、こ

れを御了知いただくとともに、関係者等に対し、周知をお願いいたします。 

 

記 

 

１．改正の趣旨  

○ 良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療

法等の一部を改正する法律（令和３年法律第 49 号）第５条による改正後の医

師法（昭和 23 年法律第 201 号。以下「法」という。）第 17 条の２第１項は、

大学において医学を専攻する学生が臨床実習を開始する前に修得すべき知識

及び技能を具有しているかどうかを評価するために大学が共用する試験とし

て厚生労働省令で定めるもの（以下「共用試験」という。）に合格した医学生

について、法第 17 条の規定にかかわらず、医師の指導監督のもとに一定の医



業を行うことができることとしている。 

○ 以上のことから、共用試験に係る省令を定める必要性を踏まえ、医師法第

十七条の二第一項に規定する大学において医学を専攻する学生が臨床実習を

開始する前に修得すべき知識及び技能を具有しているかどうかを評価するた

めに大学が共用する試験を定める省令（以下「共用試験省令」という。）を定

める。 

○ また、共用試験省令第２条第３項第３号では、厚生労働大臣が共用試験を

実施する機関（以下「共用試験実施機関」という。）を指定する際の要件の１

つとして、共用試験実施機関が行おうとする共用試験が、厚生労働大臣が定

める基準に適合することを求めている。 

○ 以上のことから、共用試験省令第２条第３項第３号に規定する厚生労働大

臣が定める基準を定める告示を定める。 

 

２．改正の概要 

○ 共用試験について、以下の内容その他所要の規定を定める省令を定める。 

・共用試験は、共用試験実施機関が実施するものとすること 

・共用試験実施機関の指定、指定の条件、指定の取消し等 

・共用試験実施機関に対する報告の請求及び指示 

・医師法の一部改正等に伴う経過措置 

○ 共用試験省令第２条第３項第３号に規定する厚生労働大臣が定める基準に

ついて、以下の内容その他所要の規定を定める告示を定める。 

・共用試験は、毎年度、本試験及び本試験を受けることができなかった者

又は本試験で合格しなかった者を対象とした試験が、それぞれ少なくと

も１回行われること 

・共用試験は、学科試験及び実技試験によって行うこと 

・合格基準が適切なものであること 

・合否の判定に対して異議の申立てができること 

・共用試験に合格した者に対し、合格証書を交付すること 

・障害、疾病その他の事由により受験上の配慮を要する受験者について、

適切な配慮を行うこと。 

 

３．施行期日及び適用期日 

〇 令和５年４月１日 

 

以上 



令和年月日 火曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
三
号

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
師
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
臨
床
実
習
を
開
始
す
る
前
に
修
得
す
べ
き
知
識
及
び
技

能
を
具
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
に
大
学
が
共
用
す
る
試
験
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
一
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信



（別添）



令和年月日 火曜日 第号官 報
４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
の
指

定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
そ
の
行
う
共
用
試
験
以
外
の
業
務
に
よ
り
共
用
試
験
を
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
。

三

申
請
者
が
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
指
定
の
申
請
）

第
三
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

共
用
試
験
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

三

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四

指
定
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

五

役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

六

現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

七

共
用
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類

八

前
条
第
三
項
第
三
号
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類

医
師
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
臨
床
実
習
を
開
始
す
る

前
に
修
得
す
べ
き
知
識
及
び
技
能
を
具
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
に
大
学
が
共
用
す
る
試
験
を

定
め
る
省
令

（
こ
の
省
令
の
趣
旨
）

第
一
条

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」と
い
う
。）第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
、

大
学
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
臨
床
実
習
を
開
始
す
る
前
に
修
得
す
べ
き
知
識
及
び
技
能
を
具
有
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
に
大
学
が
共
用
す
る
試
験
（
以
下
「
共
用
試
験
」
と
い
う
。）に
関
し
て
は
、
こ
の
省

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
共
用
試
験
実
施
機
関
の
指
定
）

第
二
条

共
用
試
験
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
（
以
下
「
共
用
試
験
実
施
機
関
」
と
い
う
。）が
実
施
す
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
指
定
は
、
共
用
試
験
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
他
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
も
の
が
な
く
、
か
つ
、
前
項
の
申
請
が
次
の
各

号
に
掲
げ
る
要
件
（
以
下
「
指
定
要
件
」
と
い
う
。）を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
共
用
試
験
実

施
機
関
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

職
員
、
設
備
、
共
用
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
共
用
試
験
事
務
」
と
い
う
。）の
実
施
の
方
法
そ
の

他
の
事
項
に
つ
い
て
の
共
用
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
、
共
用
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の

た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
共
用
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基

礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

行
お
う
と
す
る
共
用
試
験
が
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
七
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
が
第
二
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と

き
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
の
指
定
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
。

一

共
用
試
験
又
は
共
用
試
験
実
施
機
関
が
、
指
定
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

共
用
試
験
実
施
機
関
が
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
。

三

共
用
試
験
実
施
機
関
が
、
第
四
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

（
公
示
）

第
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令

和
五
年
四
月
一
日
。
附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
前
の
準
備
）

第
二
条

こ
の
省
令
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

（
医
師
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

施
行
日
前
に
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
以
下「
大
学
」と
い
う
。）

に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
で
あ
っ
て
、
当
該
学
生
が
臨
床
実
習
を
開
始
す
る
前
に
修
得
す
べ
き
知
識
及
び
技

能
を
具
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
に
大
学
が
共
用
す
る
試
験
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

に
合
格
し
た
も
の
は
、
本
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る

者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
試
験
に
合
格
し
た
も
の
は
、自
衛
隊
法（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
五
条
の
二
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
本
則
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
指
定
の
条
件
）

第
四
条

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
共
用
試
験
実
施
機
関
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
共
用
試
験
実
施
機
関
の
名
称
の
変
更
等
の
届
出
）

第
五
条

共
用
試
験
実
施
機
関
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
共
用
試
験
事
務
を
行
う
事
務

所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
の
共
用
試
験
実
施
機
関
の
名
称
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
共
用
試
験
事
務
を
行
う
事
務

所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三

変
更
の
理
由

２

共
用
試
験
実
施
機
関
は
、
共
用
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
を
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二

新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
に
お
い
て
共
用
試
験
事
務
を
開
始
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る

年
月
日

三

新
設
又
は
廃
止
の
理
由

（
報
告
の
請
求
及
び
指
示
）

第
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
に
対
し
て
、
そ
の
行
う
共
用
試

験
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
共
用
試
験
又
は
共
用
試
験
事
務
の
実
施
の
状
況
が
指
定
要
件
に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
共
用
試
験
実
施
機
関
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。








